青風荘　　フェイスシート

平成24年　1月　30日　担当：上平ユリ子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　船場　幸子　様　　　　　男・女　　　　　　昭和　24　年　7　月　5　日生（62　歳）

	
	〒　住　所　八戸市田面木字赤坂　３５－９　　　　　　　電話　　　0178－27－7658

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人携帯　080－6030－2475

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	低血圧

	
	発症時期
	　Ｓ45年7月頃（21歳時）
	罹 患 期 間
	約41年

	
	入院回数
	　　3回　　
	延べ入院年数
	　約36年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医安ヶ平Dr　）
	外来受診日
	木曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　円
	精神（１級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級　月額8.5万円

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ２３年２月１４日
	身長
	146cm
	体重
	53.0kg

	最終学歴
	三戸町立三戸中学校
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　ＮＥＣ（４年）、藤村商店、小嶋雑貨店（１年）、食堂の炊事（１ヶ月）、電気部品製造（５ヶ月）　
	

	保　護　者
	氏　　名　戸賀沢　敏子様　　　　　　　続柄　　姉　　　　（同居　・否）

	利用目的　

生活技術の向上と施設での生活を通じて対人関係の強化や、金銭の適切な管理、使用等を身につける。一定程度の支援を受け生活基礎の脆弱な部分を改善し自信を深め、地域移行、グループホーム入所への可能性を拡大する。
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	生活歴　

昭和24年岩手県宮古市に同胞4名の第3子として出生。父親の退職を機に、本人12歳時に父親の出身地である三戸町へ移住。三戸中学校卒業後は上京し、NECに勤務していたが、20歳時に父親が脳梗塞で倒れたことをきっかけに実家に戻り、父親の介護をしながら地元商店で働く生活を送っていた。自分の給料と父親の年金収入だけでは生活が厳しく、親戚からお金を借りて生活していたとのこと。昭和45年頃(21歳時)より自閉・夜間徘徊があり、また有機溶剤（シンナー）を飲んで意識混濁となり内科へ入院。しかし、入院中に病院を抜け出し、他者の畑の中に毛布を広げ座り込み緘黙状態となる事があり、昭和45年7月24日青南病院受診し入院となる。昭和60年9月16日退院となるが間もなく攻撃的・滅裂言動出現し、昭和60年10月12日同院入院となる。昭和62年2月14日退院後は、社会復帰援護寮「いちい荘」へ入居。入居翌日より電気部品製造会社へパート就労するが、同年5月頃より気分変動が認められ、はしゃぐことや多弁になるといった症状悪化が見られるようになる。また、易刺激的でイライラが増強し、早朝覚醒や周囲に対する攻撃・過干渉などのトラブルが頻回に目立つようになり、滅裂言動もあることから昭和62年7月5日同院入院となる。平成14年11月15日嘔吐・水溶便失禁・血圧低値出現し、同状態が継続していることから救急車にて八戸市民病院受診すると急性腸炎・慢性腎不全の診断を受け、治療のため八戸市民病院へ転入院となる。同院入院後、人工透析開始し、1ヶ月 ほどで軽快に向うが、その後敗血症に罹患し抗生物質投与していた。症状軽快、歩行リハビリ等を経て同院での治療終了したことから平成15年2月12日同院退院。青南病院転入院となる。本人の症状が安定したことや、本人に社会復帰の意欲が見られるため、平成20年2月15日青南病院退院、青山荘入所となる。青山荘入所直後は、長年の入院生活で身についた習慣性から社会常識に乏しく、日常生活場面に即した臨機応変な対応について支援時間を要した。個別の支援計画では、社会性と日常生活に必要な技術を身につけること、また、デイケア通所と連動した計画により服薬管理、食事準備、金銭管理など、ある程度場に即した対応と生活技術が向上した。しかし、２年間の支援の中で、技術的に習得した部分はあるものの不安や自信のなさによるストレスに対しての脆弱さは顕著に見られ１年間の延長訓練となる。入所延長後は具体的に退所計画を作成し、本人・家族・施設間で計画を共有した。最大の問題となる日常生活上の不安の原因を探り処遇計画とケアマネジメントによって改善を図った。退所先としてはグループホームを希望していたが、満室によって単身アパート生活を考える。（家族も同意）しかし、本人の生活スキル、単身生活の経験のなさから不安増加することは予測できるため再度、本人・家族と話し合いの元で、グループホームへの入居を目的とした訓練が必要の為、H23年2月14日青風荘入所となる。
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家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母親は元々病弱で、本人が小学生の時に亡くなり、父親は脳梗塞のため65歳で死去。保護者である姉は青森市に住んでおり、本人の年金管理を行うほか、1～2ヶ月に1回、本人と八戸駅等で待ち合わせ、一緒に買い物などに外出している。姉が八戸に来る際、船場様が交通費として7,000円を渡している。
弟は離婚し、現在は神奈川県で単身生活を送っている。弟様には定期的に電話を行っており弟様も話し相手となっている。




平成　24年　 1月　30日　（月）

	氏　名
	船場　幸子　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24年　7月　5日　（62歳）


	長期目標（中期・短期）

	一人暮らしに向けての意欲を継続しながら日常生活能力の維持・向上を図る。

対人関係の強化、金銭管理と適切な使用法を習得する。


	これまでの経過（前回評価日　H　23年　8月　22日）

	【　生活の様子　】

余暇時はホールでテレビ鑑賞をしたり、犬を抱っこしたりして過ごしています。荘内ではただ一人、犬の排泄処理を行なっています。体脂肪率が40％を超えていることについて意識しており、体脂肪率の低下を目的にデイナイトケアや荘内ではウォ－キングを行なっています。また、休日は散歩を兼ねてユニバ－ス（根城店）に出かけており、これから帰荘するという時には、外出先から「今から帰ります」と電話で伝える配慮が出来ています。食事当番、掃除当番、風呂掃除は責任を持って行なっており、日課に関しての問題は見られません。

【　金銭管理　】

小遣いは自己管理で範囲内での遣り繰りが行なえています。金銭の収支についても理解しており、時折通帳やお小遣い帳を見て残高を確認しています。

【　病状について　】

生活におけるスキルは高いものの「わたし何にも出来ないので・・」と物事を行なう際には、自信の無い発言を行なうことが見られます。しかし、実際当番などを行なうと問題なく出来ていることが殆どです。月に一度ナイトケアの調理実習に参加していますが、少しミスすると、「私はもう出来ません」と表情を硬くして話され、その後は調理に参加しないことがありました。不安や自信のなさがストレスになり気分が沈み込んだり、確認行為を繰り返す事があり、また一度納得したことも、再び尋ねて来ることもあります。

体調に変化がある時は、自分の状態を報告する事が出来ています。体調管理については、毎朝、血圧測定結果を記帳しており、就寝前に体重測定するなど意識の高さが見られます。

座位・立位ともに姿勢は前屈みで、歩行時には足元を見て移動している為、衝突などの危険性を考慮し、前を向いて歩くよう声掛けをしています。

【　家族関係　】

1～2ヶ月に一度の割合で定期的に姉様と外出し、ランチ外出に出かけています。八戸駅やよこまちスーパーで待ち合わせして交通機関を利用して外出されています。弟様とは本人から電話を定期的に掛けて連絡を取っています。

【　服薬・睡眠　】

服薬・睡眠に問題は見られません。

【　近況　】

※1/27スタッフ見守りにてバス券更新手続きをしており、市街地から青風荘へ帰るバスの乗り方についての説明も行なっています。次回は市街地に単独で出掛ける予定です。

　※障害程度程度区分申請中。

【　今後　】

今後は、ＧＨ入所を進路のひとつとして考え、デイナイトケアと連携を組んで単身生活に向けたプログラムを生活の中に取り入れていき、本人の生活スキルの向上に努めていきます。




	支援項目
	介入方法
	支援期間

	○不安な事、心配事があると、ストレスが溜まり、不安定になる。

（納得できるまでスタッフを代えて同様の質問をする）

（失敗すると過剰に自己評価が低くなり、立ち直りまで時間を要する。）
	· 不安、心配ごとがあると落ち着きがなくなり､ソワソワしたり、確認行為が見られ､病状の悪化の要因になる恐れもある為、静かな落ち着ける場所で分かりやすい言葉で説明を行っていく。

· 日時など決める時は、はっきりした日付、時間でないと不安が増す為、きちんと指定した日時を伝える。

· 固執した考えが見られるため、本人が納得できるまで繰り返し説明する。

· スタッフを替えて同様の質問をするため、スタッフ同士連携を取り、統一した内容で説明する。

· 自己評価が低い為出来ていた事は評価し自信と意欲に繋げていく。

· グループホームを希望されている事からも今の生活状態について定期的に面談を行なう。
・　現在出来ている事、出来ていない事を振り返り、生活リズムの安定に対して意識付け、意欲の向上を図る


	　　３ヶ月

	○　社会資源の活用が不十分

・市役所での手続き・バス利用等の習得


	· 同行外出を設定し、バスを利用して単独でも市街へ出かけ簡単な買物ができる様に支援していく。

· 市役所での手続きが出来るよう見守り、助言していく。

・　関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を作り出す。


	３ヶ月

	○　高体脂肪率


	· 健康プログラムで、定期的に体重・体脂肪の数値を量るとともに体重の変動が分かり易いようにグラフの作成も同時に行う。

· 間食について勉強会をし、１週間の間食量を記入し振り返っていただく。

· 前屈みで背中を丸めた状態でのウォーキングしている為、より効果なウォーキング方法（姿勢や歩き方）について実践で繰り返し伝えていく。


	３ヶ月


プラン計画者氏名：　上平ユリ子

修正プラン実施評価日： H　24年　１月　30日（月）　青山荘地域交流活動室










入院・治療歴　初診日


　　期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　医療機関名


昭和　45年　7月24日　～　　昭和60年　9月　16日　　　　　入院　　　　　　青南病院


昭和　60年10月12日　～　　昭和62年　2月　14日　　　　　入院　　　　　　青南病院


昭和　62年　7月5日　～　　平成14年　11月　15日　　　　　入院　　　　　　青南病院


平成　14年11月15日　～　　平成15年　2月　12日　　　　　入院　　　　　　八戸市民病院


平成　15年　2月12日　～　　平成20年　2月　15日　　　　　入院　　　　　　青南病院
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姉　青森市在住





本人





弟　神奈川県在住





本人が小学生の


時に死去
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兄（幼少時に死去）








